
* 更新に必要な単位数は5年間に200単位です。

* 5年間のうちに本学学術集会に参加歴のない場合は更新できません。

* 200単位を超えればそれ以上は不要です。

≪記入例≫

項目 件数 単位数 小計 累計

1 日本フォレンジック看護学会　学術集会参加  （第7回・8回） 2 40 80 80

2 子ども虐待防止学会　学術集会参加　（第25回） 1 10 10 10

3 日本高齢者虐待防止学会　学術集会参加　（第16回） 1 10 10 10

4 日本トラウマティックストレス学会　学術集会参加   （第17回） 1 10 10 10

6 国際フォレンジック看護学会　カンファレンス  （2019・2020） 2 40 80 80

7 日本フォレンジック看護学会誌、掲載学術論文筆頭著者 1 40 40 40

8 日本フォレンジック看護学会誌、掲載学術論文共同著者 2 10 20 20

9 その他フォレンジック看護に関する学術論文筆頭著者 1 20 20 20

10 日本フォレンジック看護学会　学術集会の筆頭演者 （第７回・8回） 2 20 40 40

11 関連学会・学術集会での筆頭演者 （第25回子ども虐待防止学会） 1 20 20 20

12 日本フォレンジック看護学会　学術集会のシンポジウムの演者 0 20 0 0

13 日本フォレンジック看護学会　学術集会の教育講演の講師 0 20 0 0

計 330 330

* エクセルファイルを学会ホームページからダウンロードできます。 合計 330

≪　説　明　≫

【更新に必要な活動と単位】

1　学術集会参加

　・本学会学術集会への参加は1回につき40単位とする。

　・国際フォレンジック看護学会(IAFN)への参加は1回につき40単位とする。

2  SANE-J単位セミナー・教育的セミナー参加

　・ 本学会学術集会の教育的セミナー（教育講演・招聘講演等）は1講演につき10単位とする。

　・ 関連学会・研究会等の教育的セミナーは1講演につき5単位とする。

3　論文掲載

　・ 本学会誌に掲載された筆頭著者論文は1論文につき40単位とする。

記入例および説明：SANE-J資格更新のための取得単位計算書

　　更新に有効な活動は、以下に定める学術集会参加、SANE-J単位セミナーあるいは学術集会などで行
　　われる教育的セミナー参加、論文掲載、研究発表とする。

　・本学会の認めた学術集会（認定資格更新に関連する学術集会）への参加は1回につき10単位とする。
　　認定資格更新に関連する学術集会については「認定資格更新に関する学術集会」に定める。

　・SANE-J単位セミナーは1企画につき10単位から40単位とする。単位数は、申請と審査により決めら

　　れる。SANE-J単位セミナーはSANE-J単位セミナー等に関する規程で定める。

＊単位申請が可能な関連学会・学術集会・研修会等は以下の通りです。（50音順）
　・一般社団法人子ども虐待防止学会
　・一般社団法人日本トラウマティック・ストレス学会
　・一般社団法人日本フォレンジックヒューマンケアセンター
　・チャイルドファーストジャパン(CFJ)
　・特定非営利活動法人女性の安全と健康のための支援教育センター
　・特定非営利活動法人レジリエンス
　・日本高齢者虐待防止学会



　・ 本学会誌に掲載された共同著者論文は1論文につき10単位とする。

　・ 申請可能な論文は、原著論文、短報、研究報告、総説等の学術論文とする。 

4　学術発表 

　・ 本学会学術集会のシンポジウム、教育講演の講師は1回につき20単位とする。

　・ 本学会学術集会、IAFNでの発表（筆頭のみ）は1演題につき20単位とする。

　・ 関連学会でのフォレンジック看護に関する発表（筆頭のみ）は1演題（筆頭）につき20単位とする。

　・ SANE-J単位セミナーの講師は1回につき20単位とする。複数の講師で行った場合には、20単位を
　　講師の人数で除した単位数（端数は切り捨て）とする。

　・ 関連学会誌、学術誌等に掲載されたフォレンジック看護に関する筆頭著者論文は1論文につき20単
　　位とする。


